
年 ）  。 地 元 要 望 が 非 常 に 強か っ た の で す 。 諸 々 の 調 整を 行 い 、 架 橋 ル ー ト が 示 され た の は 昭 和

5 6年 （ １ ９ ８

１ 年 ）  で し た 。 そ し て 翌 年 、昭 和

5 7年 （ １ ９ ８ ２ 年 ）  、

茨 城 県 道 路 公 社 が 一 般 有 料道 路 事 業 と し て 施 工 す る こと に な り ま し た 。 通 常 の 整備 事 業 で は 事 業 化 が 非 常 に難 し か っ た こ と か ら 、 道 路公 社 の 活 用 に よ り 事 業 着 手

に こ ぎ つ け た の で す 。　
橋 長 １ ０ １ ５ ・ ６ ｍ 、 幅

員

1 0・ ５ ｍ の 長 大 橋 で す 。

上 部 工 は 、  経 済 性 を 考 慮 し 、鋼 連 続 鈑 桁 が 採 用 さ れ ま した 。 下 部 工 は 仮 締 切 工 が 不要 な Ｐ Ｃ ウ ェ ル 基 礎

1 5基 、

鋼 管 矢 板 井 筒 基 礎

1 2基 に よ

り 、 大 幅 に 工 期 短 縮 を 図 った の で す 。　
当 時 私 は 、 道 路 公 社 の 主

管 課 の 道 路 建 設 課 に お り 、こ の 橋 の 取 付 道 の た め 、 国有 地 の 払 い 下 げ に 苦 労 し てお り ま し た 。 そ の 後 、 こ の霞 ヶ 浦 大 橋 は 昭 和

6 2年 ３ 月

　
私 の 初 め て の 仕 事 は 「 表

筑 波 ス カ イ ラ イ ン 」 の 建 設大 臣 許 可 申 請 書 作 成 で した 。 県 庁 か ら 出 向 さ れ た 先輩 職 員 に い ろ い ろ 教 え て いた だ き 、 今 ま で ド ラ イ ブ で利 用 す る だ け だ っ た 道 路 の建 設 に 関 わ る こ と に 胸 を 膨ら ま せ 、 責 任 を 感 じ る 毎 日を 過 ご し た こ と が 思 い 出 され ま す 。 今 回 は 、 当 時 の こと を 思 い 起 こ し な が ら 、 道路 公 社 が 携 わ っ た い く つ かの 事 例 を 紹 介 さ せ て い た だき ま す 。　
ま ず 水 郷 有 料 道 路 は 、 県

南 方 面 を は じ め 鹿 島 臨 海 工業 地 帯 と 首 都 圏 を 結 ぶ ９ ・３ ㎞ の 産 業 道 路 と し て 計 画

　
昭 和

4 7年 ２ 月 、 当 時 大 学

近 く に 下 宿 し て い た 私 の もと へ 、 父 親 よ り 速 達 が 届 きま し た 。  「 茨 城 県 道 路 公 社と い う 、 県 の 外 郭 団 体 が 社員 を 募 集 し て い る の で 、 試験 を 受 け ろ 」 と い う の です 。 そ し て ４ 月 １ 日 に 辞 令交 付 、 旧 県 庁 舎 内 の 本 社 調査 課 技 師 と し て 着 任 。 永 きに わ た り 有 料 道 路 に 関 わ る人 生 が 始 ま り ま し た 。

さ れ 、 昭 和

4 6年 に 建 設 大 臣

許 可 が 下 り 、 工 事 が 開 始 され ま し た 。 主 な 構 造 物 で ある 鰐 川 橋 は 、 北 浦 か ら 外 波逆 浦 に 流 れ 、 利 根 川 に 通 ずる 河 川 に 架 け ら れ ま し た 。こ こ は 霞 ヶ 浦 区 域 の 軟 弱 な地 層 が あ り 、 支 持 層 が 深 いた め 、 ニ ュ ー マ チ ッ ク ケ ーソ ン 工 法 を と り ま し た 。 上部 工 は 連 続 箱 桁 で 鋼 床 版 を採 用 。 下 部 工 へ の 死 荷 重 の軽 減 を は か り ま し た 。　
早 急 な 開 通 が 求 め ら れ た

な か 、 監 督 担 当 者 は 、 公 共事 業 と は 異 な る 大 規 模 工 事と 発 注 方 式 に 戸 惑 い な が らも 力 を 合 わ せ 、 ワ ン チ ー ムで 昭 和

4 9年 ４ 月 に 工 事 を 完

了 さ せ ま し た 。 そ の 後 、 東関 東 自 動 車 道 が 潮 来 で 接続 。 有 料 道 路 は ４ 車 線 に 拡幅 さ れ 、 平 成

2 1年

1 2月 に 無

料 解 放 と な り 、 鹿 行 地 区 の重 要 な 幹 線 道 路 と な っ て いま す 。 い つ か は 私 も 、 こ のよ う に 大 き な 現 場 の 現 場 監督 に な れ る よ う 頑 張 ら ね ばと 、 気 持 ち が 高 揚 し た の を思 い 出 し ま す 。　
続 い て 霞 ヶ 浦 大 橋 に つ い

て お 話 し ま す 。 霞 ヶ 浦 に 架か る 初 め て の 橋 と し て 、 出島 ・ 玉 造 間 に 架 か る １ ０ １５ ｍ の 長 大 橋 で 計 画 さ れ まし た 。 昭 和

5 8年 に 事 業 許 可

を 受 け 、 工 事 が 開 始 。 下 部工 は 鋼 管 矢 板 井 筒

1 2基 と Ｐ

Ｃ ウ ェ ル

1 5基 、 上 部 工 は Ｒ

Ｃ 床 版 鋼 連 続 版 桁 （ ３ 径 間連 続 と ４ 径 間 連 続 ） を 採 用し 、 管 理 事 務 所 ・ 料 金 所 ・道 路 施 設 ・ 舗 装 ま で 、 工 事期 間 ３ 年 で 開 通 式 を 迎 え る

　
国 道 ３ ５ ４ 号 は 、 群 馬 県

高 崎 市 を 起 点 と し 、 埼 玉 県

玉 県 境 の 渡 良 瀬 川 に 架 か る新 三 国 橋 の 開 通 式 で は 、 茨城 県 の 事 務 局 代 表 と し て 苦労 し て 取 り 仕 切 っ た こ と など を 懐 か し く 覚 え て お り ます 。 ま た 、 北 浦 に 架 か る 老朽 化 し た 鹿 行 大 橋 の 架 け 替え を 、 色 々 と コ ス ト 縮 減 を図 り な が ら や っ と の 思 い で事 業 化 し た こ と も 忘 れ ら れま せ ん 。　
こ の よ う な な か 、 こ の 路

線 で 特 に 大 き な 役 割 を 果 たし た の が 、 霞 ヶ 浦 大 橋 だ った と 思 い ま す 。 霞 ヶ 浦 の 西浦 に 初 め て 架 か っ た 橋 で あり 、 今 で も 唯 一 の 橋 で す 。　
霞 ヶ 浦 （ 西 浦 ） は 湖 面 積

約 １ ７ ０ ㎢ 、 湖 周 約 １ ２ ０㎞ で 、 琵 琶 湖 に 次 い で 日 本第 ２ 位 の 面 積 を 有 す る 湖 です 。 こ の 湖 を 横 断 す る 県 道土 浦 大 洋 線 は 、 県 南 横 断 道路 と い う 幹 線 道 路 に 位 置 づけ さ れ て い ま し た が 、 こ れま で は 渡 船 （ 人 、 自 転 車 のみ ） に 頼 っ て い る 状 況 で した 。　
架 橋 構 想 が 打 ち 出 さ れ た

の は 、 昭 和

5 3年 （ １ ９ ７ ８

を 通 り 、 つ く ば 市 、土 浦 市 、 か す み が うら 市 、  行 方 市 を 経 て 、鉾 田 市 の 国 道

5 1号 交

差 点 に 至 り ま す 。 総延 長 約 １ ９ ７ ㎞ （ うち 茨 城 県 分 約 １ ２ ０㎞ ） の 、 北 関 東 を 東西 に 結 ぶ 重 要 な 幹 線道 路 で す 。　
茨 城 県 で は 、 国 道

昇 格 前 か ら 重 点 的 に整 備 を 進 め て き た 路線 で す 。 常 磐 自 動 車

道 か ら 西 側 で は 、 圏 央 道 を補 完 す る 道 路 と し て 、 各 所で 現 道 拡 幅 や バ イ パ ス 工 事が 進 め ら れ て い ま す 。　
私 も こ の 路 線 に は 色 々 関

わ っ て お り ま し て 、 科 学 万博 の 時 に 谷 和 原 イ ン タ ー から の 誘 導 路 と し て 急 ピ ッ チで 整 備 を 進 め た こ と や 、 埼

含 む 延 長 ３  ・  １ ㎞ の 路 線 で 、利 根 川 上 流 に 架 か る 境 大橋 、 下 流 の 芽 吹 大 橋 の ち ょう ど 真 ん 中 の 地 点 に 計 画 され 、 国 道

1 6号 と 最 短 で 結 ぶ

有 料 道 路 と な り ま す 。 利 根川 本 流 部 は 新 大 利 根 橋 と 同じ 構 造 に し ま し た 。 こ の 頃に は テ レ ビ カ メ ラ が ケ ー ソン 内 部 に 設 置 さ れ 、 監 督 員は モ ニ タ ー で 指 示 が 出 来 るよ う に な り ま し た 。　
千 葉 側 の 取 付 道 路 は 約 １

㎞ で 、 工 事 監 督 、 用 地 交 渉な ど を 勘 案 し 、 関 宿 町 に 建設 事 務 所 を 開 設 す る こ と にな り ま し た 。 約 半 年 で 必 要用 地 の 契 約 調 印 が 済 み 、 工事 も 計 画 通 り ５ 年 で 完 了 。無 事 に 開 通 式 を 迎 え る こ とが 出 来 ま し た 。　
令 和 ２ 年 １ 月 、

3 0年 の 努

め を 終 え 、 下 総 利 根 大 橋 有料 道 路 は 県 に 移 管 さ れ ま した 。  地 域 の 重 要 路 線 と し て 、地 域 住 民 か ら も 「 無 料 で 便利 な 道 路 に な っ た 」 と 喜 ばれ て お り ま す 。 工 務 課 長 とし て の 初 仕 事 で 、 関 宿 町 ・岩 井 市 の 皆 さ ん ・ 農 地 部 の皆 さ ん に は 、 大 変 お 世 話 にな り ま し た 。 こ の 時 、 用 地取 得 を い か に 早 く ま と め るか が 工 事 進 捗 の 鍵 と な る こと を 学 ば せ て い た だ い た ので す 。

（ 島 津 就 子 ）

施 工 し た の で す 。

監 督 員 は 、

「 潜 函 作 業 」 と い う 潜 水 夫と 同 じ 高 気 圧 作 業 が 可 能 か検 査 を し て 、 ４ 気 圧 の ケ ーソ ン 内 部 地 下

4 0ｍ に 入 り 、

支 持 力 検 査 等 を 行 い ま す 。　
調 節 池 は 盛 土 構 造 に し た

た め 、 洪 水 時 に は 交 通 止 めを 余 儀 な く さ れ 、 利 用 者 に大 き な 不 便 を 掛 け て い ま した 。 県 ・ 国 と 協 議 を 繰 り 返し た 結 果 、 調 節 池 内 盛 土 部を 高 架 化 す る こ と に 。 建 設大 臣 に 事 業 変 更 許 可 申 請 を提 出 し 、 平 成 ７ 年 か ら 平 成
1 4年 ま で 、  交 通 止 め を せ ず 、

迂 回 路 を そ れ ぞ れ 千 葉 県 ・茨 城 県 調 節 池 に 設 置 す る 事で 交 通 路 を 確 保 、 高 架 化 を無 事 完 了 で き ま し た 。　
こ う し て 全 長 ２ ・ ４ ㎞ と

い う 長 大 橋 が 利 根 川 に 出 現し 、 償 還 金 を 残 さ ず

3 0年 で

無 料 解 放 で き た の は 、 こ の路 線 の 経 済 効 果 の お か げ であ る と さ れ 、 有 料 道 路 制 度を 上 手 に 活 用 し た 事 例 と なり ま し た 。 国 道 ２ ９ ４ 号 から 柏 市 の 接 続 部 ま で ５ ・ ４㎞ を 、 監 督 員 と し て 開 通 式ま で 参 加 ・ 経 験 で き た こ とで 、  私 の 中 に 大 き な 使 命 感  ・責 任 感 が 生 ま れ ま し た 。　
最 後 に 下 総 利 根 大 橋 有 料

道 路 は 、 岩 井 市 と 関 宿 町 を結 ぶ １ １ ０ ０ ｍ の 長 大 橋 を

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ⑤

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

豊 島

　
信 拓 （ と よ し ま

　
の ぶ ひ ろ ）

　
１ ９ ４ ７ 年

1 1月

1 0日 生 ま れ 。

7 6歳 。

7 2年 、 茨

城 県 道 路 公 社 に 入 社 し 、 工 務 部 調 査 課 （ 技 師 ）に 配 属 。 そ の 後 、 表 筑 波 ス カ イ ラ イ ン 建 設 事 務所 の 工 務 課 技 師 、 下 総 利 根 大 橋 有 料 道 路 建 設 事務 所 の 工 務 課 長 、 常 陸 那 珂 有 料 道 路 建 設 事 務 所長 、 工 務 部 長 を 経 て 、 ２ ０ ０ ７ 年 ５ 月 に 定 年 を迎 え 、 引 き 続 き 道 路 公 社 の 理 事 ・ 顧 問 に 就 任 し 、
1 0年 に 退 任 。

人 生 の 始 ま り は 有 料 道 路

こ と が 出 来 ま し た 。　
下 部 工 事 の 工 期 短 縮 が 早

期 完 成 に 繋 が る こ と か ら 、仮 さ ん 橋 の 設 置 、 台 船 等 の使 用 、 漁 業 船 舶 の 往 来 等 、い ろ い ろ な 協 議 調 整 が あ りま し た 。 開 通 後 は 時 間 短 縮の 利 便 性 が 良 く 、 予 定 交 通量 を 大 幅 に 上 回 っ た こ と から 、 料 金 徴 収 期 間 を 約

1 0年

短 縮 で き ま し た 。 現 場 の 皆さ ん の 苦 労 の 賜 と 、 大 変 感謝 い た し ま し た 。　
次 に 新 大 利 根 橋 で す が 、

取 手 ・ 柏 間 の ６ 号 国 道 大 利根 橋 の 慢 性 的 な 交 通 渋 滞 を解 消 す る た め 、 総 延 長 ２ ・４ ㎞ で 計 画 さ れ ま し た 。 利根 川 部 分 は ニ ュ ー マ チ ッ クケ ー ソ ン 基 礎 を 採 用 、 上 部工 は 鋼 連 続 箱 桁 Ｒ Ｃ 床 版 橋を 採 用 し ま し た 。 国 道 ２ ９４ 号 か ら 有 料 接 続 部 ま で の公 共 施 工 分 ３ ㎞ を 同 時 供 用す る た め 、 道 路 公 社 が 受 託

国 道 3 5 4 号 と 霞 ヶ 浦 大 橋

元 県 土 木 部 長 元 県 道 路 公 社 理 事 兼 顧 問

渡 邊 一 夫 氏 豊 島 信 拓 氏×

加 須 市 を 経 て 古 河 市 に 入り 、 境 町 、 坂 東 市 、 常 総 市

霞 ヶ 浦大
　
橋

公 社 の 底 力 で 早 期 完 成

　
平 成

1 2年 、  私 が 道 路 建 設 課 の 技 術 総 括 の 時 に 、  霞 ヶ

浦 自 転 車 道 延 長 約

4 0㎞ を 補 助 採 択 い た だ き ま し た 。

堤 防 を 利 用 し て の 自 転 車 道 で す 。 何 度 も 何 度 も 現 場に 行 き 、 細 か く 打 ち 合 わ せ を し た こ と を 覚 え て お りま す 。 霞 ヶ 浦 は 、 日 本 で ２ 番 目 の 面 積 を 誇 る 淡 水 湖で す 。 淡 水 魚 類 が た く さ ん 生 息 し て お り 、 １ ５ ０ 種類 も の 野 鳥 が 飛 来 す る た め 、 自 然 観 察 に は ぴ っ た りな 場 所 と の こ と 。 本 当 に 、 素 晴 ら し い 湖 だ と 思 っ てお り ま す 。

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

に 完 成 し ま し た 。 橋 梁 工 事約 ２ 年 で 供 用 開 始 さ せ た ので す 。 ま さ に 、 道 路 公 社 の底 力 で す 。　
こ の 橋 は 非 常 に 利 便 性 が

良 く 、

人 気 が 高 か っ た の で 、

予 想 よ り も 交 通 量 が の び まし た 。 そ の た め 、 有 料 期 限を 待 た ず 、 平 成

1 7年 （ ２ ０

０ ５ 年 ） に 無 料 開 放 さ れ たの で す 。　
道 路 公 社 は 、  昭 和

4 6年  （ １

９ ７ １ 年 ） に 設 立 さ れ ま した 。 最 初 に 手 掛 け た の は 水郷 有 料 道 路 で す 。 鹿 島 臨 海工 業 地 帯 と 潮 来 市 、  行 方 市 、県 南 お よ び 首 都 圏 方 面 を 最短 で 結 ぶ 、 延 長 ９ ・ ３ ㎞ の産 業 道 路 で あ り 、 東 関 東 自動 車 道 潮 来 イ ン タ ー に 直 結し て お り ま す 。 す で に 無 料開 放 さ れ て お り 、 主 要 地 方道 水 戸 神 栖 線 の 一 部 と な って お り ま す 。　
そ の ほ か に 、 道 路 公 社 は

新 利 根 有 料 道 路 や 下 総 利 根大 橋 な ど も 手 掛 け て お り 、い ず れ も 無 料 開 放 し て お りま す 。　
通 常 で は な か な か 着 手 で

き な い も の を 、 有 料 道 路 事業 を 活 用 す る こ と に よ り 大幅 に 早 く 供 用 開 始 で き る ので す 。

（
次 回 に 続 く

）

▲ 霞 ヶ 浦 大 橋 は 平 成  1 7  年 に は 無 料 開 放 さ れ て い る

　
北 茨 城 市 は 、 石 岡 雇 用 促

進 住 宅 （ 中 郷 町 石 岡 １ １ ０－

1 6） １ 号 棟 を 解 体 し 、 そ

の 跡 地 に 公 園 を 整 備 す る こと を 計 画 し て い る 。 ２ ０ ２４ 年 度 は 、 住 宅 の 解 体 ・ 公園 整 備 に 係 る 実 施 設 計 等 を行 う 見 込 み 。

2 4年 度 当 初 予

算 で は 、 事 業 費 と し て ９ ０４ 万 ２ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し てい る 。 　
城 里 町 は 、 新 年 度 に 花 山

体 育 館 （ 塩 子 ２ ６ ２ ２ ） の耐 震 補 強 工 事 を 実 施 す る 。当 初 予 算 案 に は 花 山 体 育 館

　
花 山 体 育 館 は １ ９ ７ ９

年 、 町 民 の 健 康 増 進 な ど を図 る た め に 建 設 さ れ た 。 建物 の 規 模 は 、 Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建て ６ ４ ０ ㎡ 。 築 後 約

4 5年 が

経 過 し 、 施 設 の 老 朽 化 が 進ん で い る 。　
２ ０ ２ １ 年 度 に 耐 震 診 断

を 実 施 し た と こ ろ 、 必 要 な耐 震 性 能 が 確 保 さ れ て い ない こ と が 判 明 。 こ の た め 、
2 2年 度 に 耐 震 補 強 改 修 工 事

に 係 る 実 施 設 計 を ㈱ エ イ プラ ス ・ デ ザ イ ン （ 水 戸 市 ）へ 委 託 し た 。　
新 年 度 は 耐 震 化 工 事 お よ

び 工 事 監 理 を 実 施 す る 。 事業 費 の 内 訳 は 、 工 事 請 負 費が ３ ７ １ ４ 万 ７ ０ ０ ０ 円 、委 託 料 が ２ ０ ４ 万 ６ ０ ０ ０円 。 　
安 全 祈 願 祭 で は 鎌 入 を ㈱

Ｓ Ｏ Ｅ 建 築 設 計 事 務 所 の 副厳 宏 代 表 取 締 役 が 、 鍬 入 を一 誠 商 事 ㈱ の 五 十 嵐 代 表 取締 役 が 、 鋤 入 を ㈱ 高 田 工 務店 の 高 田 稔 美 代 表 取 締 役 専務 が 執 り 行 っ た 。　
五 十 嵐 代 表 取 締 役 は 同 施

設 の 強 み と し て

6 0台 程 度 の

駐 車 ス ペ ー ス を 確 保 し て いる こ と を 挙 げ 「 駐 車 場 が 確保 で き な い と 茨 城 県 で は 営業 活 動 が 難 し い 。 建 物 の 高さ を 抑 え て 駐 車 ス ペ ー ス の　
鹿 島 港 湾 運 送 ㈱ （ 神 栖 市

居 切 ６ ６ ０

－ ４ ） は 神 栖 市

で 事 務 所 の 増 築 工 事 を 進 めて い る 。 施 工 は 幸 武 建 設 ㈱が 担 当 。 完 成 予 定 日 は ６ 月

　
石 岡 雇 用 促 進 住 宅 １ 号 棟

に つ い て は 現 在 使 わ れ て いな い た め 、  建 物 を 解 体 す る 。跡 地 を 活 用 し て 新 た に 公 園を 整 備 す る と い う 。 具 体 的な 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル に つ いて は 、 現 時 点 で は 未 定 と のこ と 。　
雇 用 促 進 住 宅 １ 号 棟 に つ

い て は Ｒ Ｃ 造 ５ 階 建 て 、 延べ 床 面 積 は 約 ２ ４ ７ ０ ㎡ 。 耐 震 補 強 事 業 に ３ ９ １ ９ 万３ ０ ０ ０ 円 を 計 上 。 可 決 され 次 第 、 工 事 の 発 注 準 備 を進 め て い く 。 　
一 誠 商 事 ㈱ （ つ く ば 市 竹

園 ２

－ ２

－ ４ 、 五 十 嵐 徹 代

表 取 締 役 ） が つ く ば 市 研 究学 園 に テ ナ ン ト ビ ル を 新 築す る 。 施 工 は ㈱ 高 田 工 務 店で 、 設 計 は ㈱ Ｓ Ｏ Ｅ 建 築 設計 事 務 所 。 引 き 渡 し 予 定 日は ２ ０ ２ ４ 年 ８ 月

3 1日 。 １

日 に 安 全 祈 願 祭 が 挙 行 さ れた 。　
現 在 の 研 究 学 園 支 店 が 手

狭 と な っ た た め 、 新 た な 建屋 を 建 設 す る 。 １ 階 を 一 誠商 事 ㈱ の 新 た な 研 究 学 園 支店 と し て 、 ２ 階 を 貸 店 舗 とし て 使 用 す る 計 画 。  竣 工 後 、現 在 の 支 店 は 別 の 形 で 活 用す る こ と な ど を 検 討 し て いる 。　
工 事 場 所 は つ く ば 市 研 究

学 園 １

－ ２

－ ３ 、

－ ４ 、

－

５ 、

－ ６ で 敷 地 面 積 は ２ １

０ ２ ・ ９ ２ ㎡ 。

　
建 物 の 構 造

は Ｓ 造 ２ 階 建て 。 建 築 面 積は ３ ９ ８ ・ ０７ ㎡ 、 延 べ 床面 積 は ７ ７６ ・ ７ ４ ㎡ 。　
本 体 工 事 は

㈱ 高 田 工 務店 、 電 気 工 事は ㈲ 勝 永 電気 、 設 備 は ㈱ア カ オ ギ 、 外構 工 事 は ㈱ 飯塚 造 園 、 清 掃は ㈱ ホ ワ イト 、 廃 棄 物 処理 は ㈱ 東 栄 商事 が そ れ ぞ れ担 当 。

　
㈱ 電 動 舎 （ 神 奈 川 県 横 浜

市 ） は 鹿 嶋 市 泉 川 に 営 業 所を 新 築 す る 。 延 べ 床 面 積 は７ ５ ４ ・ ５ ４ ㎡ 。 施 工 は ㈱染 谷 工 務 店 。 設 計 は 同 社 設計 部 。 完 成 予 定 日 は ３ 月

3 1

日 。　
工 事 場 所 は 鹿 嶋 市 泉 川 １

５ ９

－ ７ ほ か で 敷 地 面 積 は

４ ０ １ ０ ・ ５ ２ ㎡ 。 鹿 島 リサ イ ク ル セ ン タ ー そ ば 。　
建 物 の 規 模 は 作 業 所 が ６

８ ０ ㎡ 、 事 務 所 が

6 8・ ５ ７

㎡ 、 少 量 危 険 物 倉 庫 が ５ ・９ ７ ㎡ 。 そ の ほ か 敷 地 内 には 駐 車 場 や 洗 車 場 を 設 ける 。
3 0日 。

　
工 事 場 所 は 神 栖 市 奥 野

谷 字 根 岸 ２ ０ ９ ０

－ ２ の 一

部 。  市 道 ８

－ １ ７ ５ ９ 号 線 、

８

－ １ ７ ６ ０ 号 線 沿 い 。

　
建 物 の 構 造 は Ｓ 造 ４ 階 建

て 。 建 築 面 積 は ６ ４ ７ ・ ３㎡ 、 延 べ 床 面 積 は １ ７ １５ ・ ６ ㎡ 。

　
設 計 は 一 級 建

築 士 事 務 所 三 好 設 計 が 策 定し た 。 確 保 を 優 先 し た 」 と 説 明 。ま た 施 工 を 担 当 す る ㈱ 高 田工 務 店 に つ い て は 「 み ど りの 駅 前 の ウ ィ ン グ マ ル シ ェで 施 工 を 担 当 し て い た だ いた 際 、 大 変 良 い も の を つく っ て い た だ い た 。 今 回 も信 用 し て い る 」 と 信 頼 を 寄せ た 。　
㈱ 高 田 工 務 店 の 高 田 専 務

は 「 つ く ば 市 の 中 心 部 な ので 良 く も 悪 く も 目 立 つ 場所 。 安 全 面 に 気 を 配 り な がら 施 工 し た い 」 と 話 し た 。

▲ 神 事 を 終 え て 記 念 撮 影 を 行 っ た

高 田 工 務 店 が 施 工 、8 月 引 渡

研 究 学 園 に テ ナ ン ト ビ ル

一 誠 商 事 ㈱ ／ 安 全 祈 願 祭

施 工 は 幸 武 建 設 が 担 当
神 栖 で 事 務 所 増 築鹿 島 港 湾 運 送

新 年 度 に 実 施 設 計 着 手
住 宅 跡 地 へ 公 園 整 備

北 茨 城 市

営 業 所 を 新 築 へ染 谷 が 設 計 施 工

㈱ 電 動 舎

事 業 費

3 9 1 9万 で 新 年 度 発 注

花 山 体 育 館 を 耐 震 補 強

城 里 町
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